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令和２年度 期限間近商品の優先購入促進キャンペーンの実施結果 

 

１．目的 

食品ロス削減を啓発するポスターやＰＯＰを店舗に掲示し、食品ロスの認知度の向上を図るとと

もに、消費・賞味期限が近接している商品から優先的に購入してもらえるよう消費者に啓発を行う

ことで、期限切れで廃棄される商品の削減につなげる。 

特に、10月を強化月間とし、鮮度志向の改善等を促すプライスカード用啓発おびを設置すること

で、日頃の買い物方法を見直す機会を創出する。 

 

２．実施期間 

 令和２年 10 月１日から 11 月 30 日まで 

   

３．実施店舗 

 食品ロス等削減運動協力宣言事業者等県内食料品小売店 136 店舗  

 （ほか、県と包括連携協定を締結している株式会社ファミリーマートにおいても実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．アンケートの主な結果（回答数：86店舗） 

 ① キャンペーン前と比べて、消費・賞味期限の近接する商品の購入は増えましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

【プライスカード用啓発おび】 

【小売店店舗における掲示の様子】 

 「やや増えた」と回答した店舗の割合は、 

令和元年度の 16％から、Ｒ２年度には 30%に 

増加した。 

資料 2-2 

【ポスター】 
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 ② キャンペーンを今後も継続して行いたいですか 

◆回答の主な理由 

＜独自でも継続して行いたい＞ 

・ 食品ロス、店のロス率への低下につながるため。 

・ 消費者の食品ロスに対する意識がまだまだ低い。 

・ 食品を提供する側にも、食品ロス発生の責

任が求められているため。 

 

＜県が主催するなら行いたい＞ 

・ 県が食品ロスに対する意識向上を県があげてやってほしい。 

・ 県が発信するものであれば、お客が意識しやすい。 

・ 店単位での促進はなかなか難しい。流通業界全体、県、またＣＭ等の販促も含めて継続す

ることで、お客の意識も変わるような働きかけが必要。 

・ 店が独自で行うとなると、日付のふるい商品を無理やり買わせようとしていると思われか

ねないため。 

 

＜行いたくない＞ 

・ お客様の反応がないため。 

 

 

③ 「このような資材だと使いやすい」等、資材の形態等について意見がありましたらご記入ください。 

 ・ ＰＯＰのサイズのバリエーションを増やしてほしい。（Ｂ６、Ａ４縦 等） 

 ・ 売場の前のレーン POP がたくさんあればよい(プライスカード用おび)。お客様が直接的に視

界に入るため。 

・ 啓発おびは白地の POP のため、売り場で目立たない。目を引くものが良い。 

 ・ 店頭に立てるのぼりタイプ。 

・ 手配りできる物。ティッシュ・割り箸など 

・ スポッター(場所をあまりとらず、多箇所に取り付け可能) 

・ 細かい文字は敬遠される。伝えたいことを分かりやすくすれば、ポスター・POP の大きさは問

題ではないと思う。何かの商品ラベルにプリントするというのもひとつの伝える手段ではない

かと思う。 

・ スイング POP をレジに付けるなど、売場だけでなく、お客様の目につきやすい箇所への設置。 

・ たくさん POP を付けるのは労力もかかり大変。しかし少ないと目立たない。お客様の利益と

店の売上や利益が大きく改善されることであれば継続していけると思う。 

・ マグネット付だとオープンケースに取り付けができる。 
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④-1  貴社で食品を廃棄することはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 廃棄を削減するために取り組んでいることがあればお聞かせください。 

 ・  発注量、製造計画の精度の向上 

 ・  日付チェックの徹底による見切り漏れの防止 

 ・ 売り場の管理レベルの向上（手直し（手前に陳列）、先入先出の徹底） 

 ・ 売り切りの徹底、早めの値引き販売、値引きルールのマニュアル化 

 ・ 割引商品の販売場所を集約、ＰＯＰの掲示等によるコーナーの明確化 

 ・ 値引き商品を購入した方に景品をプレゼント 

 ・ 廃棄金額の上限設定を行い、従業員に注意喚起 

 ・ 食べきれる量目の商品提供。（消費者が無駄な量を購入しないことで、食品ロスを発生させない。） 

 ・ 余りがちな食材を使用したレシピの提供 

 ・ フードバンクへの商品提供 

 

 

⑥ その他の意見 

 ・ 県等が主体となってキャンペーンが実施されているが、現状は、日付の新しいものから購入

するお客がほとんどである。 

 ・ 製造過多や発注等の問題もあり、自店の問題のところも多い。食品メーカーにおいては、物

流や製造段階での技術革新で、期限の延長を行ってほしい。 

   ・ 食品メーカーの賞味期限の付け方が短すぎるのではないか、と感じることもあるので、期限

の設定について見直してほしい。 

・  小学校や幼稚園で食育の一環として教育を行うべき。 

・  分別して肥料・飼料などに使える仕組みがあればと思う。 

・  全県挙げての取組みなら協力したい。県主催の方が県民への認知・意識が高まると思う。 

・  独自でやっても効果は少ないため、全店で継続して浸透させてほしい。 

・  啓発期間は大事だが、呼びかけだけのキャンペーンでは伝わりきらない。顧客への還元など

があると意識してもらえると思う。 

④-2 （③-1 で「ある」と回答した方）廃棄

する食品は、どのような食品ですか。 

（複数回答可） 

 


